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第 82回レンガドック活用イベントは、12月６日(土)にレンガドック活用センターで、毎

年恒例となっている『浦賀ドックを語る講演会』を開催いたしました。 

今回の講演会は、昨年度に引き続き、第１回のレンガドック活用イベントを企画した、横

須賀市自然・人文博物館の亀井泰治氏が、『続・あらためて、浦賀レンガドックの価値につ

いて考える』という題材で、古くは２万年前から、造船所閉鎖までの浦賀について講演し、 

加えて、レンガドック活用イベントの開催した経緯について講演し、その内容に対する郷土

史家山本詔一氏（レンガドック活用イベント実行委員長）との質問・対談という形式で進み

ました。 



 

 

１ 目的 

 

浦賀の街を支えていた造船所の歴史を地元の住民等に伝えることで、歴史を継承するきっ

かけとするとともに、親しみを持ってもらうことで、浦賀のまちづくり機運を高めるきっか

けづくりに役立てる。 

 

２ 概要 

 

(１)実施場所  

レンガドック活用センター 

 

(２)日時・天候、対象者 

令和７年 12月６日 (土)  13:00～15:00（晴れ）  49名  

 

(３)実施プログラム 

講演会 『続・あらためて、浦賀レンガドックの価値について考える』 

  講演者 横須賀市自然・人文博物館 亀井 泰治氏 

      郷土史家 山本 詔一氏 

 

(４)スタッフ 

・市民ボランティア「ドックと浦賀の歴史を愛する会」８名 

・郷土史家 山本詔一氏（レンガドック活用イベント実行委員会 委員長） 

・レンガドック活用イベント実行委員会事務局：まちなみ景観課 古川、岡田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 実施プログラムの写真                            

   
レンガドック活用センター前看板設置 

 

 
映像機器と講演位置の確認 

 
講演参加者席（64席準備） 

 

 
講演会の様子 

 

 

以上 

▲こども体験コーナー 

▲浦賀ドッグで使用していた工具の展示 ▲咸臨丸子孫の会と語らう場 ▲咸臨丸子孫の会と語らう場 


